
.

発
行
責
任
者

議
長

菅
野

修
一

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委
員
長

安
井

一
義

副
委
員
長

鈴
木

清

委
員

伊
藤

浩

委
員

菅
野

喜
昭

委
員

菅
藤

昌
己

委
員

畑
中

和
恵

委
員

土
屋

範
晃
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●あ
●と
●が
●き

福原中学校の閉校にあたり、母校の名前
が消えていくことを考え続けました。福中
の生徒会自治の素晴らしさ、先生方の教育
愛、地域の故郷愛、どれも消えるのではな
く、生き続けるものだと気づきました。バ
トンを引き継ぎ、永遠に輝け福中魂！
今回の記事は、卒業式間近であったため、

インタビューではなく、許可を得て「閉校
記念誌」からの再録とさせていただきまし
た。感謝申し上げます。 〔鈴木 清〕 最後のホームルーム



◆一般会計補正予算
歳入歳出補正予算 １億7,334万円
歳入歳出総額 196億8,774万円

◆令和７年度尾花沢市国民健康保険特別会計
・事業勘定
歳入歳出補正予算 5,880万円
歳入歳出総額 19億7,000万円
・中央診療所施設勘定
歳入歳出補正予算 ▲3,173万円
歳入歳出総額 ３億9,271万円

◆令和７年度尾花沢市介護保険特別会計
歳入歳出補正予算 6,650万円
歳入歳出総額 20億5,890万円
◆令和７年度尾花沢市後期高齢者医療保険特別会計
歳入歳出補正予算 ▲455万円
歳入歳出総額 ３億321万円
◆令和７年度尾花沢市簡易水道事業会計
収益的収入補正額 965万円
収益的支出総額 ２億5,706万円
◆令和７年度尾花沢市農業集落排水事業会計
収益的収入支出補正額 502万円
収益的収入支出総額 7,549万円

定例会定例会
３ 月３ 月

20262026
か いれ いて い

３
月
定
例
会
は
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
21
日
間
会
期
と
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
の
予
算
審
議

に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
予
算
案
、
特
別
会
計
予
算
案
、
事
業
会
計
予
算
案
は
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
７
年
度
の
補
正
予
算
８
件
、
条
例
の
制
定
及
び
設
定
９
件
、
委
員
の
選
任
の
人
事
案
件
１
件
、
一
般
議
案
３
件
を
可

決
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
閉
会
中
の
各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
所
管
事
務
調
査
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

【定
例
会
の
あ
ら
ま
し
】

❸❸ 令和８年５月１日発行・129号令和８年５月１日発行・129号 ❷❷129号・令和８年５月１日発行129号・令和８年５月１日発行

令和８年３月定例会 議案一覧
議案番号 審議した議案等 審議結果
議第３号 令和７年度尾花沢市一般会計補正予算

可決
(全会一致)

議第４号 令和７年度尾花沢市国民健康保険特別会計補正予算
議第５号 令和７年度尾花沢市介護保険特別会計補正予算
議第６号 令和７年度尾花沢市後期高齢者医療保険特別会計補正予算
議第７号 令和７年度尾花沢市簡易水道事業会計補正予算
議第８号 令和７年度尾花沢市農業集落排水事業会計補正予算
議第９号 令和８年度尾花沢市一般会計予算
議第10号 令和８年度尾花沢市国民健康保険特別会計予算
議第11号 令和８年度尾花沢市介護保険特別会計予算
議第12号 令和８年度尾花沢市後期高齢者医療保険特別会計予算
議第13号 令和８年度尾花沢市簡易水道事業会計予算
議第14号 令和８年度尾花沢市農業集落排水事業会計予算

議第15号 尾花沢市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を
改正する条例の制定

議第16号 尾花沢市特別職に属する者等の旅費、費用弁償及び実費
弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定

議第17号 尾花沢市職員の特殊勤務手当支給条例の一部を改正する
条例の制定

議第18号 尾花沢市都市公園条例の一部を改正する条例の制定
議第19号 尾花沢市火災予防条例の一部を改正する条例の制定
議第20号 尾花沢市ふるさと暮らし応援条例の設定
議第21号 尾花沢市一般職の職員の旅費に関する条例の設定

議第22号 尾花沢市乳児等通園支援事業の設備及び運営等の基準に
関する条例の設定

議第23号 尾花沢市過疎地域持続的発展計画
議第24号 令和７年度尾花沢市一般会計補正予算
議第25号 令和７年度尾花沢市国民健康保険特別会計補正予算
議第26号 尾花沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

議第27号
【債務負担行為】
令和7～9年度尾花沢市立尾花沢小学校地中熱融雪設備設
置工事請負契約の締結

議第28号 損害賠償の額を定めること

議第29号 尾花沢市教育委員会委員の任命 同意
(全会一致)

◆令和７年度３月補正予算

◆主な新規事業

歳入185億5,900万円 内訳：自主財源 62億9,541万円 33.9％(市税等）
依存財源 122億6,359万円 66.1％(国・県）

■就農アドバイザー設置事業 379万円（新規就農者、すいか農学校への支援強化)
■堆肥センターリニューアル事業 2,200万円（堆肥センター改修工事)
■がんばる水産業支援事業 192万円（鮭人工孵化場の整備)
■乳児等通園支援事業 168万円（こども誰でも通園制度)
■地域こどもの生活支援強化事業 100万円（こどもの居場所づくり)
■教育支援センター設置事業 2,127万円（不登校児童生徒に合わせた個別支援)
■地方スポーツ振興事業 351万円（スポーツ、文化活動など部活動改革推進)
■簡易水道基本料金免除 1,980万円（物価高騰対策)
■上水道負担金(水道料金免除分) 3,400万円（物価高騰対策)
■猫不妊去勢手術費補助 30万円（適正な飼養を行うことができない猫の避妊手術の補助)
■救急救命処置の拡充 50万円（消防救命処置機材の整備)
■LINEを活用したオンライン化 340万円（LINEを窓口に行政手続きのオンライン化)

◆特別会計・事業会計予算
区 分 本年度予算額 前年予算額 前 年 比

国民健康保険特別会計 18億4,738万円 18億7,253万円 1.3％減
中央診療所施設勘定 ３億8,588万円 ４億77万円 3.7%減
介護保険特別会計 19億5,816万円 19億4,134万円 0.9％増
後期高齢者医療保険特別会計 ３億438万円 ２億6,707万円 14％増
簡易水道事業会計 ４億2,701万円 ３億9,828万円 7.2％増
農業集落排水事業会計 １億2,810万円 １億2,443万円 2.9％増



(鈴
木
由
美
子
)

Q
以
前
と
変
わ
ら
ず
悠

美
館
２
階
に
設
置
と
の
こ

と
。
相
談
室
は
窓
が
あ
る

明
る
い
部
屋
で
あ
る
べ
き

だ
。
不
登
校
対
策
支
援
員

を
１
名
増
員
す
る
の
で
、

義
務
教
育
終
了
後
の
青
年

層
ま
で
拡
充
し
、
自
立
を

見
守
る
支
援
も
必
要
で
は
。

A
明
る
い
部
屋
の
設
置

に
努
め
、
青
年
層
の
必
要

と
す
る
相
談
に
も
取
り
組

み
た
い
。

❹❹❺❺ 令和８年５月１日発行・129号令和８年５月１日発行・129号 129号・令和８年５月１日発行129号・令和８年５月１日発行

(鈴
木

清
)

Q
対
象
は
６
ヶ
月
か
ら

３
才
未
満
の
保
育
施
設
に

通
園
し
て
い
な
い
児
童
だ

が
、
何
人
位
を
想
定
し
て

い
る
か
。
費
用
、
契
約
は

ど
う
な
る
か
。

A
15
名
程
度
を
想
定
。

月
10
時
間
（
１
時
間
300

円
）、
契
約
は
園
と
直
接

契
約
と
な
る
。

Q
安
全
第
一
の
体
制
が

必
要
と
考
え
る
。
事
前
面

談
・
慣
ら
し
保
育
・
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
、
う
つ
ぶ
せ

寝
チ
ェ
ッ
ク
は
行
う
か
。

A
事
前
面
談
し
対
応
す

る
。 こ

ど
も
誰
で
も

通
園
制
度

令和８年度当初予算 予算特別委員会

―新年度の市政を問う― 総括質疑13名
※予算特別委員長(星川薫)は、役職の立場上質疑できません。

(大
類
好
彦
)

Q
山
形
市
で
は
花
笠
ま

つ
り
の
笠
が
足
り
ず
、
ベ

ト
ナ
ム
か
ら
仕
入
れ
て
い

る
。
尾
花
沢
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
も
花
笠
を
作

成
し
て
い
る
。
も
っ
と
支

援
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

A
運
営
補
助
金
と
し
て

750
万
円
の
ほ
か
110
万
円
を

プ
ラ
ス
し
て
い
る
。
今
後

と
も
花
笠
作
り
な
ど
の
事

業
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

運
営
支
援
事
業

(畑
中
和
恵
)

Q
今
年
度
の
来
客
数
は
。

A
昨
年
度
の
1.3
倍
で
過

去
最
高
の
６
６
０
０
人
の

来
客
数
。

Q
会
場
整
備
の
た
め
の

圧
雪
車
の
故
障
を
よ
く
聞

く
が
、
雪
で
稼
ぐ
本
市
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
購
入
の
予
定
は
な
い

か
。A

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受

け
入
れ
環
境
の
整
備
に
係

る
国
の
補
助
金
な
ど
の
活

用
を
視
野
に
入
れ
、
圧
雪

車
の
購
入
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

徳
良
湖
ス
ノ
ー
ラ

ン
ド
運
営
事
業

(髙
橋
隆
雄
)

Q
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
の
活
用
を
拡
充
し
鳥

獣
対
策
の
一
つ
と
し
て
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
農
地
の
保
全
管
理
を

行
う
こ
と
が
鳥
獣
対
策
に

も
つ
な
が
る
の
で
、
交
付

金
を
活
用
し
可
能
な
範
囲

で
農
地
の
管
理
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

荒
廃
農
地
を
増
や
さ
な
い

こ
と
や
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン

等
農
地
管
理
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
鳥
獣
対
策
に
も

つ
な
が
る
た
め
利
用
拡
大

を
図
っ
て
い
く
。

多
面
的
機
能

支
払
交
付
金

(安
井
一
義
)

Q
発
行
実
績
及
び
発
行

種
類
は
増
え
て
い
る
の
か
。

移
動
市
役
所
で
も
発
行
で

き
る
の
か
。

A
発
行
実
績
は
令
和
５

年
度
１
８
７
２
件
、
令
和

６
年
度
２
２
７
８
件
、

(21
・
６
％
の
増
）。
令
和

７
年
度
２
５
０
０
件
ほ
ど

あ
り
、
年
々
増
え
て
い
る
。

戸
籍
関
係
の
発
行
追
加
は

初
期
費
用
１
４
０
０
万
円
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
400
万

円
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今

後
検
討
す
る
。
移
動
市
役

所
で
も
同
様
の
発
行
が
昨

年
よ
り
可
能
と
な
っ
て
い

る
。 証

明
書
等

コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業

(和
田

哲
)

Q
物
価
高
対
策
と
し
て

水
道
基
本
料
金
を
６
ヶ
月

間
減
免
す
る
こ
と
は
、
家

計
の
支
出
を
直
接
支
援
で

き
る
。
開
始
時
期
を
令
和

８
年
７
月
よ
り
早
め
ら
れ

な
い
か
。
ま
た
、
周
知
は

ど
う
す
る
予
定
か
。

A
冬
期
間
は
検
針
が
で

き
ず
、
５
月
ま
で
は
暫
定

に
よ
る
水
道
料
金
の
請
求

を
し
て
い
る
た
め
、
早
め

る
こ
と
は
難
し
い
。
周
知

に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ
・
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
加
え
、
検
針
票

に
も
記
載
し
て
い
く
。

水
道
基
本
料
金
の

減
免

(菅
野
修
一
)

Q
延
沢
銀
山
遺
跡
保
存

活
用
計
画
予
算
542
万
円
は
、

ど
ん
な
保
存
と
活
用
を
目

指
す
事
業
な
の
か
。
ま
た
、

策
定
委
員
と
事
業
の
進
捗

を
伺
う
。

A
遺
跡
の
保
存
活
用
計

画
書
が
備
わ
っ
て
こ
そ
今

後
の
保
存
活
用
事
業
に
国

の
支
援
が
見
込
ま
れ
る
。

７
年
度
は
12
章
中
第
３
章

ま
で
完
了
し
、
８
年
度
は

残
り
を
完
成
さ
せ
る
。
策

定
に
係
る
方
は
山
形
大
学
、

東
北
芸
術
工
科
大
学
、
鉱

山
遺
跡
考
古
学
協
会
等
の

先
生
方
９
委
員
と
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
５
名
で
構
成
し
て

い
る
。
延
沢
城
主
と
銀
鉱

山
と
の
関
連
を
明
ら
か
に

し
、
市
の
貴
重
な
歴
史
資

産
と
し
て
後
世
に
残
し
た

い
。 ｢延

沢
銀
山
遺
跡
」

整
備
事
業

(土
屋
範
晃
)

Q
誰
が
補
助
金
の
申
請

者
と
な
る
の
か
。

A
適
正
に
飼
育
し
て
い

る
飼
い
主
は
対
象
外
。
多

頭
飼
育
崩
壊
や
餌
付
し
て

飼
い
主
と
見
な
さ
れ
る
人
、

地
区
住
民
な
ど
が
対
象
に

な
る
。

Q
飼
育
の
倫
理
観
の
欠

如
が
疑
わ
れ
る
方
に
申
請

し
て
も
ら
う
方
法
や
支
援

の
不
公
平
感
、
誰
か
の
飼

い
猫
が
誤
っ
て
手
術
さ
れ

て
し
ま
う
ト
ラ
ブ
ル
へ
の

想
定
は
。

A
市
と
保
健
所
に
よ
る

訪
問
や
リ
ス
ク
の
説
明
、

飼
い
主
が
い
な
い
確
認
書

を
交
わ
す
こ
と
な
ど
様
々

な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
い

る
。 猫

の
不
妊
去
勢

手
術
費
補
助
金

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
事
業

(伊
藤

浩
)

Q
市
民
税
の
歳
入
が
今

年
度
当
初
予
算
比
で
８
・

６
％
の
増
と
な
っ
て
い
る

が
背
景
は
何
か
。
米
価
の

ア
ッ
プ
に
よ
る
農
業
所
得

の
増
額
は
ど
う
影
響
し
て

い
る
の
か
。

A
個
人
住
民
税
が
９
・

４
％
の
増
額
と
な
っ
た
事

が
要
因
で
あ
り
、
そ
の
背

景
と
し
て
米
や
ス
イ
カ
な

ど
農
業
所
得
が
約
２
倍
に

増
え
た
事
な
ど
が
あ
る
。

確
定
申
告
の
内
容
を
見
る

と
、
更
に
伸
び
る
状
況
に

あ
る
。

市
民
税
の
歳
入
増
額

(菅
野
喜
昭
)

Q
統
合
小
学
校
建
設
事

業
(約
37
億
１
０
０
０
万

円
)の
う
ち
統
合
小
学
校

新
設
工
事
及
び
地
中
熱
融

雪
設
備
設
置
工
事
の
工
事

請
負
費
は
？

A
令
和
７
年
度
当
初
予

算
に
お
い
て
債
務
負
担
行

為
の
設
定
を
行
っ
た
統
合

小
学
校
建
設
工
事
の
債
務

負
担
限
度
額
59
億
８
４
０

０
万
円
の
う
ち
、
令
和
７

年
度
中
に
契
約
締
結
し
、

前
払
金
を
支
払
し
た
残
余

で
あ
る
35
億
９
０
４
０
万

円
を
計
上
し
て
い
る
。
地

中
熱
工
事
は
１
億
４
６
３

０
万
円
。

統
合
小
学
校

建
設
事
業

(菅
藤
昌
己
)

Q
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合
の
内
容
と
期

待
す
る
効
果
は
。

A
現
段
階
で
構
成
組
合

員
数
は
９
社
、
職
員
は
２

人
を
予
定
し
て
い
る
。
働

き
手
を
市
内
外
か
ら
呼
び

込
む
と
と
も
に
、
年
間
を

通
じ
て
安
定
し
た
雇
用
の

受
け
皿
を
作
る
。

特
定
地
域
づ
く
り

事
業
協
同
組
合

(青
野
隆
一
)

Q
防
犯
灯
の
電
気
料
２

分
の
１
、
設
置
事
業
３
万

５
千
円
の
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
物
価
高
騰
や
戸
数

の
減
少
な
ど
で
自
治
会
の

負
担
が
大
変
だ
。
増
額
す

る
考
え
は
な
い
か
。

A
地
域
の
実
態
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
地
元
の

負
担
が
少
し
で
も
軽
減
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

た
い
。 防

犯
灯



分科会
第２
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予算案を慎重に審査するため、各常任委員会を母体とする２つの分科会が設置
されました。それぞれの分科会では、終始活発な質疑応答や要望等の意見が出さ
れました。

分科会
第１

総務文教総務文教

副委員長 鈴木 裕雅
３月10日(金)～14日(火)

地域で利用されている法定外公共物については、
地域に寄り添った対応に努められるよう要望。

財産管理費(工事請負費)

教育委員会や議会なども含め、広く活用が図ら
れるよう要望。

議事録作成支援システム

年齢別運賃の導入や運行時間、停留所の拡充等
の説明があり、さらなる利便性の向上を要望。

AIデマンド交通運行事業

任期終了後も本市への定住につながる魅力ある
協力隊活動となるよう要望。

地域おこし協力隊

農産物以外の新たな返礼品を検討する旨の説明
を了承。

ふるさと納税基金事業費

発注前に事業概要(ビオトープなど)について説
明をいただくよう要望。

学校建設費(外構工事実施設計変更事業委託料)

福原地区の保護者の意見も聞き、運行ルートや運行
時間、乗車場所等安心安全な運行計画とするよう要望。

中学校管理費(スクールバス運行業務委託料)

災害初動時の迅速な情報収集や職員の二次災害を
防ぐため導入する旨の説明があり了承。

災害対応ドローン

産業厚生産業厚生

誘引樹木の伐採は個人単位ではなく、地域で取
り組むことが重要であることから組織的な体制づ
くりを支援し、事業推進が図られるよう要望。

有害鳥獣被害防止対策推進事業費補助金

市内企業の経営状況を把握し、必要な支援に取
り組まれるよう要望。

中小企業振興資金利子補給金

対象者が円滑にサービスを利用できるよう、除雪
作業請負者に対し事業の周知を図られるよう要望。

高齢者世帯等除雪サービス事業業務委託料及び扶助費

事業内容及び対象年齢を体系的に整理した一覧
表を作成し、より市民にとって分かりやすい周知
に努められるよう要望。

保健衛生費健康増進事業

水道料基本料金の免除は早急に実施すべき施策
であるため、年度早々に実施できるよう要望。

簡易水道事業会計負担金と上水道負担金

変更となった指定管理者のことを踏まえ、知見
を十分に活かしていただき、徳良湖周辺の魅力を
高められるよう要望。

徳良湖周辺施設の委託料

補助金の増額を含めた補助制度の拡充について
検討されるよう要望。

防犯灯設置事業補助金

国保税の県内完全統一化に向け、市民の負担増
とならないよう有効に活用することや、安定的な
財政運営を行える額の設定を要望。

国民健康保険の基金

令和８年３月６日～３月17日まで開催
された予算特別委員会における各委員か
らの意見を踏まえて、３月19日に予算特
別委員長による報告が行われました。

統合小学校建設事業に伴い35億1000万円と大幅
増。将来世帯に負担を強いることのないよう健全
な財政規律の堅持を求めた。

市債

予予予予算算算算特特特特別別別別委委委委員員員員長長長長報報報報告告告告予算特別委員長報告
歳入 市民税前年度比8.6 %増。所得の伸びを期待。

歳出 事業の効果の検証を行い、重点事業に取り組まれるよう要望。

17億円を見込んでいるとの説明を受け、銀山温
泉等にQRコードを設置し現地決済型納税などを
取り入れるよう要望。

ふるさと尾花沢応援寄附金

レイアウト作成ソフト導入による事務効率化と
ミスの抑制を図るなどの説明を受け、ソフト活用
で質を高め、また読者モニター制度導入など意見
を活かすための方策を検討するよう要望。

市報発行事業

保育施設未利用の６ヶ月から３歳未満までの児
童が対象で15名程度との説明を受け、寄り添い、
安全第一の運用を要望。

こども誰でも通園制度

第７次総合振興計画に基づき「まちづくり事
業」を最優先に進めていくとの事。空き公共施設
や廃校校舎の活用にも注力し、実行性のある施策
につなげるよう要望。

地方創生地域づくりアドバイザー事業

４月より大海平、荻袋開拓、西野々が「おばく
る」に追加。利用開始に向け周知をしているとの
説明を受け、持続可能な公共交通体系確立に向け
着実な推進を求めた。

公共交通再編事業

来客数が過去最高を記録し認知度が高まってい
る。一方、老朽化した圧雪車の故障により他施設
から車両を借用したとの説明を受け、更新や修繕
に向けた検討を要望。

徳良湖スノーランド運営事業

学習支援や教育相談等、また自立を促す支援員
を１名増員し体制強化を図るとの説明を受け、開
設場所は閉塞感があり移転を検討されるよう要望。

教育支援センター設置事業

予算特別委員長報告の様子は、
こちらからご覧いただけます ➡

徳良湖周辺施設徳良湖周辺施設

設備の更新需要の増加が見込まれる一方、人口
減少により給水収益は徐々に減少していくことが
見込まれるため、水道料金改定について検討され
るよう要望。

簡易水道事業会計 給水収益

設立について説明を受け尾花沢マルチワーク事
業協同組合が設立され、職員２名体制で６月の開
始に向け調整中との説明を受け、補助金は実績に
応じて交付されるとのことだが収益確保と将来自
立運営を見据え、伴走支援を要望。

特定地域づくり事業共同組合

利用者が減少傾向ではあるものの、利用者のニ
ーズに合った買い物支援となるよう要望。

高齢者等買い物支援事業

有害鳥獣対策のため、適切な農地管理が出没抑
制となるとの説明を受け、地域ぐるみで取り組む
鳥獣被害防止対策についても周知と活用を要望。

多面的支払い交付金事業

パソコン30台の購入を計画していると説明があ
り、今後も継続して支援されるよう要望。

発明クラブ運営支援事業

遺跡の保存と活用指針を定める計画の策定を進
め冊子取りまとめを行うとの説明があり、発掘調
査等の実績を次世代へ引き継ぐため、整備推進を
要望。

延沢銀山遺跡整備事業

チャレンジ事業等地域の活性化に向けた取り組
みが展開されている。他地域へも波及する仕組み
と情報共有に努められるよう要望。

地域活性化事業

常勤医師１名が配置され、週5日の診療日が確
保されたとの説明を受け、市民のニーズに応える
べく、人員確保と経営基盤の強化、安心安全な医
療サービスの提供を要望。

中央診療所施設勘定

第１分科会 第２分科会



仕事の効率化と人
員の確保は重要だ

鈴木由美子 議員
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青
野
隆
一

１ 中長期財政計画は
② 小中学校の一校統合は
３ 災害要援護者名簿の整備
４ 第９期高齢者保健福祉計画

鈴
木

清

① 多文化共生社会へ

２ お試し乗車券と公共交通整備

安
井
一
義

１ 未利用地・未利用施設の利活用
検討会の立ち上げを

２ 市民の居場所をどう考えるのか
③ 鳥獣被害対策

菅
藤
昌
己

１ 豪雪対策

② 尾花沢市小規模修繕工事の登録者

３ 経営所得安定対策

鈴
木
由
美
子

① 火災発生後の検証と防火対策
２ 市民新春祝賀会の開催方法
３ 子育て支援センター移転計画
４ 銀山温泉における歴史的建造物の
雪害防止と高所作業の危険性排除

星
川

薫

１ 本市においての障がい者雇用
② 尾花沢市職員の任用と定数
３ 小水力発電の調査結果
４ 流雪溝のデジタル管理化

大
類
好
彦

① 約４年間の実績は

２ 市長の進退は

畑
中
和
恵

１ 子育て環境の充実と対策

２ 中学校統合の今後は

③ 克雪に向けての取り組みは

和
田

哲

① ふるさと納税が成長する一方で
考えるべき主な課題

２ スクールバスの車庫整備の必要性
３ 市長市政方針

※青文字タイトルが掲載

質問議員が責任を持って
原稿を作成しています。

動画はこちら

動画はこちら

問
令
和
７
年
度
の
火
災

発
生
事
案
は
13
件
、
前
年

度
比
プ
ラ
ス
４
件
で
あ
っ

た
。
被
害
を
最
小
限
に
止

め
る
対
策
が
急
が
れ
る
。

そ
の
後
の
検
証
と
対
応
方

針
は
。

答
特
に
被
害
の
大
き
か

っ
た
新
町
地
区
の
火
災
は
、

深
夜
に
木
造
住
宅
密
集
地

で
発
生
し
、
初
期
段
階
で

の
延
焼
が
大
き
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
狭
小
な
空
間

で
の
延
焼
に
有
効
な
「
ウ

ォ
ー
タ
ー
カ
ー
テ
ン
」
の

活
用
を
検
討
し
有
効
性
を

確
認
。
今
後
通
常
放
水
と

併
用
し
確
実
な
防
御
態
制

を
構
築
す
る
。

問
火
災
発
生
時
の
対
応
策
強
化
は

火
災
発
生
時
の
対
応
策
強
化
は

問
自
然
水
利
に
な
る
べ

く
頼
ら
な
い
方
針
の
よ
う

だ
が
、
耐
震
性
貯
水
槽
の

設
置
に
は
多
額
の
予
算
と

時
間
を
費
や
す
。
早
急
な

対
応
策
と
し
て
、
今
以
上

に
土
地
改
良
区
と
の
強
固

な
連
携
が
必
要
で
は
。

答
あ
く
ま
で
も
農
業
用

水
で
あ
る
が
、
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
連
絡
シ

答
耐
震
性
貯
水
槽
を
増
設
す
る

耐
震
性
貯
水
槽
を
増
設
す
る

星川 薫 議員

問
尾
花
沢
市
職
員
の
任

用
に
関
す
る
規
則
、
第
13

条

受
験
の
資
格
要
件
は
、

受
験
者
と
し
て
必
要
な
最

低
の
経
歴
・
学
歴
・
免
許

及
び
年
令
等
に
つ
い
て
試

験
の
都
度
市
長
が
定
め
る
。

と
あ
る
が
、
市
職
員
の
子

や
兄
弟
は
採
用
の
対
象
外

と
慣
例
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
慣
例
を
無
く
す
べ
き

問 尾花沢市職員の任用と定数尾花沢市職員の任用と定数

と
考
え
る
が
。

答
本
市
の
採
用
試
験
に

お
い
て
、
現
職
職
員
と
の

血
縁
や
親
族
関
係
が
合
否

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
、

受
験
を
制
限
し
た
り
す
る

事
実
は
一
切
な
い
。
ど
な

た
に
対
し
て
も
等
し
く
門

戸
を
開
い
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
積
極
的
に
挑
戦
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

問
消
防
職
員
の
定
数
は

52
名
で
定
年
延
長
に
伴
い
、

こ
の
先
８
年
間
は
採
用
が

見
込
め
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
あ
る
程
度
ま
と

ま
っ
た
定
数
を
増
や
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
仕
事
の
役
割
の
中
で
、

新
た
に
人
材
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
場
合
や
、
仕
事

の
増
強
に
よ
っ
て
人
を
配

置
し
て
い
く
こ
と
が
我
々

の
仕
事
で
あ
り
、
そ
こ
を

も
う
一
度
、
現
場
の
職
員

と
話
し
合
っ
て
決
め
て
行

く
。

答 積極的に挑戦していただきたい積極的に挑戦していただきたい

消 防 署消 防 署

火除け地の考え
古い？江戸時代
に学べ！

ス
テ
ム
を
拡
充
し
、
消
防

職
員
と
同
時
に
土
地
改
良

区
職
員
へ
も
情
報
が
届
く

体
制
を
整
え
て
い
る
。

問
「
過
去
の
教
訓
か
ら

学
ん
で
い
な
い
の
で
は
」

と
の
声
が
多
い
。
火
災
の

記
録
は
活
か
さ
れ
て
い
る

の
か
。
改
め
て
資
料
と
し

て
残
し
て
は
。

答
こ
れ
ま
で
の
活
動
記

録
や
原
因
調
査
書
を
永
久

保
存
し
、
職
員
教
育
の
教

材
と
し
て
い
る
。



年度 寄附額(円)

Ｒ１ 413,790,182

Ｒ２ 581,649,860

Ｒ３ 789,227,600

Ｒ４ 1,010,877,439

Ｒ５ 1,316,881,500

Ｒ６ 1,684,355,000

動画はこちら

畑中 和恵 議員

問
空
き
家
の
増
加
で
除

雪
未
実
施
や
倒
壊
・
落
雪

の
危
険
個
所
が
増
加
し
て

い
る
。
除
雪
作
業
者
の
高

齢
化
で
人
員
確
保
が
困
難

と
な
る
こ
と
も
予
測
さ
れ

る
。
持
続
可
能
な
除
排
雪

体
制
の
構
築
を
伺
う
。

答
第
７
次
総
合
振
興
計

問
持
続
可
能
な
除
排
雪
体
制
の
構
築
を

持
続
可
能
な
除
排
雪
体
制
の
構
築
を

画
で
は
、
持
続
可
能
な
雪

対
策
と
し
て
「
除
雪
体
制

の
充
実
」「
流
雪
溝
整
備

の
活
用
」「
除
雪
券
の
交

付
」
を
柱
に
、
財
源
や
水

利
確
保
を
含
め
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

は
人
口
減
少
と
高
齢
化
の

進
行
に
よ
り
、
地
域
の

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
維
持
が
困
難
と
な
り
、

除
雪
担
い
手
の
不
足
と
支

援
を
要
す
る
世
帯
の
増
加

が
同
時
に
進
む
と
予
測
さ

れ
る
。
今
後
の
10
年
間
は

住
宅
の
克
雪
化
を
よ
り
一

層
進
め
、
そ
も
そ
も
雪
下

ろ
し
を
必
要
と
し
な
い
、

あ
る
い
は
回
数
を
大
幅
に

減
ら
せ
る
住
環
境
を
整
え

る
と
と
も
に
、
行
政
の
垣

根
を
超
え
た
連
携
、
住
宅

の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
応
す

る
民
間
金
融
機
関
と
連
携

し
た
新
た
な
資
金
支
援
策

を
導
入
す
る
な
ど
、
市
民

・
地
域
・
行
政
・
民
間
事

業
者
が
一
体
と
な
っ
て
、

時
代
に
即
し
た
体
制
を
再

構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

答
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

再
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

連携して担い手
育成に取り組ん
でいこう！

空き家の積雪

大類 好彦 議員

問
市
長
は
、
４
年
前
に

公
約
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

で
、
様
々
な
施
策
を
提
案

し
て
い
る
。
３
つ
の
柱
と

し
て
、
１
つ
「
み
ん
な
が

安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ

る
街
づ
く
り
」、
２
つ

「
若
者
が
住
み
続
け
ら
れ

る
未
来
に
向
け
て
の
街
づ

く
り
」、
３
つ
「
誰
も
が

問 市長の４年間の実績は市長の４年間の実績は

魅
力
を
感
じ
る
尾
花
沢
市
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
に
む
け
て
」

と
言
っ
て
い
る
。
４
年
間
の

実
績
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た

い
。

答
１
つ
目
に
つ
い
て
は
、

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
組
合

の
設
立
が
あ
る
。
農
林
水
産

業
、
商
工
業
等
の
地
域
の
担

い
手
を
確
保
し
、
地
域
社
会

の
維
持
活
性
化
を
図
る
も
の

で
あ
る
。
２
つ
目
に
つ
い
て

は
、
中
央
診
療
所
の
小
児
科

医
の
開
診
。
毎
週
水
曜
日
の

午
前
中
の
診
察
を
開
始
し
た
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
も
、
今
年
１
月
時
点
で

18
億
円
を
超
え
る
過
去
最
高

の
寄
附
額
と
な
っ
て
い
る
。

３
つ
目
に
つ
い
て
は
、
尾
花

沢
す
い
か
の
首
都
圏
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
や
す
い
か
農
学

校
の
設
立
、
女
性
す
い
か

農
業
団
体
コ
シ
ェ
ル
の
設

立
支
援
な
ど
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
き
た
。

問
市
長
選
挙
出
馬
の
意

思
に
つ
い
て
。

新
聞
報
道
で
も
先
に
あ

っ
た
が
、
正
式
表
明
は
３

月
議
会
と
書
い
て
あ
っ
た
。

市
長
選
挙
出
馬
に
つ
い
て

考
え
を
伺
う
。

答
市
長
選
挙
へ
の
出
馬

を
正
式
に
表
明
し
た
い
。

今
後
と
も
皆
様
に
ご
支
持

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

答 3つの柱それぞれに成果があった3つの柱それぞれに成果があった

動画はこちら

今年の夏も
熱い夏…

動画はこちら

動画はこちら

和田 哲 議員

問
寄
附
額
が
伸
び
て
い

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
見
え

て
く
る
課
題
も
あ
る
。
こ

れ
か
ら
、
返
礼
品
の
多
様

化
や
、
新
規
事
業
者
の
育

成
・
支
援
は
、
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
多
様
化
に
つ
い
て
は
、

滞
在
型
返
礼
品
が
徐
々
に

増
加
し
て
い
る
現
状
だ
。

主
力
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
の

磨
き
上
げ
を
加
速
さ
せ
る

と
と
も
に
、
新
規
事
業
者

の
育
成
・
支
援
を
図
り
、

寄
附
拡
大
に
繋
げ
た
い
。

問
寄
附
額
の
増
加
に
伴

い
、
市
民
や
寄
附
者
か
ら

の
「
お
金
は
ど
う
使
わ
れ

て
い
る
の
か
？
」
と
い
う

問
寄
附
金
活
用
事
業
の
公
開
強
化
を

寄
附
金
活
用
事
業
の
公
開
強
化
を

目
線
も
厳
し
く
な
る
。
寄

附
金
の
活
用
事
業
の
公
開

を
強
化
で
き
な
い
か
。

答
現
在
の
公
開
内
容
に

加
え
、
今
後
は
、
寄
附
金

が
活
用
さ
れ
た
事
業
の
詳

細
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

き
た
い
。

問
寄
附
額
の
増
加
に
伴

答
今
後
は
事
業
の
詳
細
を
紹
介
し
た
い

今
後
は
事
業
の
詳
細
を
紹
介
し
た
い

青野 隆一 議員

問
３
月
の
『
福
原
公
民

館
だ
よ
り
』
で
、
各
集
落

総
会
で
福
中
の
活
用
方
法

を
話
す
よ
う
要
請
し
た
。

ど
う
進
め
た
の
か
。

答
区
長
会
に
職
員
が
出

向
き
、
利
用
方
法
を
ま
と

め
て
く
れ
る
よ
う
話
し
た
。

問
校
舎
棟
の
水
漏
れ
状

態
は
い
か
が
か
。

答
完
全
に
漏
水
を
防
止

問 福中をどう利用するのか？福中をどう利用するのか？

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

問
漏
水
場
所
が
８
か
所

あ
る
。
配
線
が
出
火
原
因

に
な
ら
な
い
か
。

答
漏
電
が
一
番
心
配
だ
。

発
動
し
な
い
よ
う
火
災
報

知
器
を
外
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。

問
排
水
す
る
管
を
つ
な

ぐ
と
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
作
動
し
な
い
の
は
消
防

法
に
違
反
し
な
い
の
か
。

答
消
防
本
部
で
は
、
消

防
施
設
に
破
損
や
不
具
合

が
あ
れ
ば
速
や
か
に
改
善

す
る
よ
う
通
知
書
を
出
し

て
い
る
。

問
４
月
か
ら
の
漏
水
処

理
は
誰
が
行
う
の
か
。
す

ぐ
校
舎
全
体
が
水
浸
し
に

な
る
。
屋
根
を
か
け
る
工

事
が
必
要
だ
。

答
雨
漏
り
は
校
舎
棟
で

あ
り
、
体
育
館
は
避
難
所

と
し
て
使
え
る
。
民
間
や

地
域
で
校
舎
棟
を
使
う
場

合
は
対
応
す
る
。

答 市で利活用する考えはない市で利活用する考えはない

福原の地域づくり
の拠点施設として
活用を！

８か所もの水漏れがある

この成長を持続
可能なものにし
なければ
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い
、
職
員
の
事
務
負
担
の

増
加
も
懸
念
さ
れ
る
。
業

務
効
率
化
や
外
部
委
託
の

最
適
化
を
ど
う
進
め
る
の

か
。

答
現
在
、
業
務
の
一
部

を
外
部
委
託
し
、
円
滑
な

事
務
運
営
に
努
め
て
い
る

が
、
今
後
と
も
限
ら
れ
た

人
員
体
制
の
中
で
、
最
大

限
の
効
果
を
発
揮
で
き
る

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
。

年々増加する寄附額(目標は20億円)



鈴木 清 議員

動画はこちら

動画はこちら

菅藤 昌己 議員

問
ク
マ
・
サ
ル
・
イ
ノ

シ
シ
・
サ
ギ
等
の
出
没
の

対
策
に
つ
い
て
、
個
々
の

動
物
へ
の
対
策
・
対
処
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

答
鳥
獣
全
種
類
に
対
し

て
現
在
の
と
こ
ろ
電
気
柵

設
置
が
一
番
効
果
が
高
い

と
認
識
し
て
お
り
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
追
い
払

い
活
動
を
後
押
し
て
き
た
。

更
な
る
農
作
物
の
被
害
防

止
・
軽
減
を
図
る
た
め
に

個
人
の
電
気
柵
設
置
、
地

域
一
体
で
の
追
い
払
い
、

行
政
が
実
施
す
る
有
害
鳥

獣
捕
獲
を
推
進
し
て
い
く
。

令
和
８
年
度
は
狩
猟
免
許

問

所
持
者
を
鳥
獣
対
策
専
門

員
と
し
て
採
用
、
ま
た
ク

マ
の
目
撃
情
報
に
つ
い
て

は
「
け
も
の
お
と
」
と
い

う
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
い

く
。

問
森
や
畑
な
ど
の
里
山

整
備
は
ど
の
よ
う
に
計
画

さ
れ
て
い
る
か
。

答
緩
衝
地
帯
の
整
備
と

い
う
こ
と
で
県
の
事
業
を

活
用
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
要
望
等
を
お
聞
き
し

な
が
ら
引
き
続
き
バ
ッ
フ

ァ
ゾ
ー
ン
整
備
を
実
施
す

る
。

問
狩
猟
免
許
所
持
者
を

鳥
獣
対
策
専
門
員
の
採
用

と
あ
る
が
採
用
基
準
は
あ

る
か
。

答
現
在
猟
友
会
の
会
員

の
方
で
狩
猟
免
許
を
取
得

し
て
い
る
方
を
採
用
。
年

齢
制
限
無
し
。

問
｢け
も
の
お
と
｣ア
プ

リ
と
は
。

答
現
在
山
形
県
に
お
い

て
、
試
験
的
に
実
証
試
験

を
や
っ
て
お
り
県
内
市
町

村
の
行
政
で
運
用
。
住
民

か
ら
市
町
村
に
寄
せ
ら
れ

た
ク
マ
の
情
報
を
、
市
町

村
の
職
員
が
入
力
す
る
。

県
で
は
令
和
８
年
４
月
か

ら
本
格
稼
働
を
目
指
し
て

い
る
。
ま
た
ト
リ
対
策
は

追
い
払
い
、
捕
獲
等
の
対

策
を
今
取
っ
て
い
る
が
効

果
は
限
定
的
で
あ
る
。

答

野生動物も小さい
ときは可愛いです

問
全
国
の
外
国
人
労
働

者
は
257
万
人
（
生
活
者
は

396
万
人
・
人
口
の
３
％
）。

県
内
で
も
、
外
国
人
は
１

万
人
を
超
え
、
人
手
不
足

に
悩
む
企
業
が
労
働
力
と

し
て
求
め
る
傾
向
に
あ
る
。

全
国
知
事
会
は
10
月
「
多

文
化
共
生
社
会
を
目
指
す

共
同
宣
言
｣を
採
択
。
県

は
｢山
形
県
多
文
化
共
生

問 認め合う交流企画が必要認め合う交流企画が必要

推
進
プ
ラ
ン
｣を
３
月
策
定
。

以
下
、
本
市
の
実
情
と

考
え
を
質
問
し
た
い
。
①

外
国
人
住
人
の
人
数
・
国

籍
は
。
②
市
役
所
に
外
国

人
窓
口
は
あ
る
か
、
ど
ん

な
相
談
が
あ
る
か
。
③
外

国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
外
国

人
は
い
る
か
。
④
日
本
語

教
室
の
成
果
と
課
題
は
。

⑤
交
流
企
画
が
必
要
で
は

な
い
か
。
⑥
市
の
総
合
計

画
に
「
多
文
化
共
生
社

会
」
の
プ
ラ
ン
を
入
れ
る

べ
き
。

答
①
131
人
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
・

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
順
。
②
窓

口
は
無
い
。
全
国
的
に
は

医
療
・
教
育
の
相
談
が
あ

る
。
③
海
外
生
ま
れ
海
外

育
ち
の
子
ど
も
は
い
な
い
。

④
年
20
回
開
催
。
病
院
の

受
診
や
電
話
対
応
な
ど
へ

学
習
意
欲
が
向
上
し
て
い

る
。
⑤
行
事
や
祭
事
へ
参

加
し
、
顔
の
見
え
る
関
係

性
を
大
切
に
し
た
い
。
⑥

主
要
施
策
の
１
つ
に
位
置

づ
け
て
い
る
。

答 顔の見える関係が大事顔の見える関係が大事

仰ぎ見る 異国の
人の 雪下ろし

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

地
域
一
体
で
追
い
払
い
と
行
政
で
の
捕
獲

地
域
一
体
で
追
い
払
い
と
行
政
で
の
捕
獲

動画はこちら

安井 一義 議員

問
本
市
の
小
規
模
登
録

修
繕
工
事
希
望
者
登
録
に

つ
い
て
３
か
年
の
登
録
者

数
と
実
績
は
如
何
か
。

本
市
の
修
繕
工
事
の
対

象
金
額
の
引
き
上
げ
と
対

象
者
登
録
の
拡
大
を
図
っ

て
は
い
か
が
か
。

答
小
規
模
事
業
者
の
受

注
機
会
の
拡
大
と
市
内
経

済
の
活
性
化
を
目
的
に
、

市
内
に
主
た
る
事
業
所
を

有
す
る
個
人
、
法
人
で
あ

れ
ば
登
録
が
可
能
。
登
録

事
業
者
数
は
、
令
和
４
年
、

５
年
、
６
年
い
ず
れ
も
25

事
業
者
で
推
移
し
て
い
る
。

ま
た
、
年
間
の
修
繕
の
件

数
と
事
業
費
合
計
は
令
和

問
尾
花
沢
市
小
規
模
登
録
修
繕
事
業
の
拡
充

尾
花
沢
市
小
規
模
登
録
修
繕
事
業
の
拡
充

４
年
度
51
件
、
560
万
円
、

令
和
５
年
度
61
件
570
万
円
、

令
和
６
年
度
が
47
件
500
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
工
事
の
対
象
金

額
は
、
100
万
円
未
満
と
な

っ
て
い
る
。
競
争
入
札
業

者
選
定
基
準
に
基
づ
き
工

事
の
発
注
を
行
っ
て
い
る

が
、
発
注
区
分
を
整
理
す

る
必
要
が
あ
り
、
現
行
の

100
万
か
ら
130
万
へ
の
引
き

上
げ
に
つ
い
て
は
、
発
注

区
分
に
整
合
性
も
と
れ
る

こ
と
か
ら
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。
小
規
模
修

繕
に
つ
い
て
は
、
登
録
業

者
を
積
極
的
に
活
用
す
る

よ
う
周
知
す
る
と
と
も
に
、

担
当
課
か
ら
も
声
掛
け
を

し
て
い
く
。

答
工
事
の
対
象
金
額
を
130
万
に
引
き
上
げ
を
進
め
る

工
事
の
対
象
金
額
を
130
万
に
引
き
上
げ
を
進
め
る

将来の夢は立派な大工さん

将来の子供たちに
明るい未来を託せ
るか
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傍聴された方の人数
日 付 人数
３月５日 24人
３月６日 17人
３月19日 ２人
合 計 43人の 声

傍 聴 者 質問する方もわかりやすかった
と感じます。
毎日の生活に適した話をしてい
ただきたいと思います。

けものおと２
アプリ

【外国人が多い
市町村順(Ｒ６)】

１．山形市 1,915人
２．米沢市 1,219人
３．鶴岡市 958人
４．天童市 724人
５．酒田市 617人
６．寒河江市 530人
７．新庄市 456人
８．長井市 454人
９．東根市 449人
10．河北町 343人
11．南陽市 324人
12．上山市 260人
13．村山市 230人
14．高畠町 224人…

尾花沢市 131人



埼玉県杉戸町・小川町｢議会だより編集とリニューアル｣

情
報
発
信
部
会
で
は
、
議
会
の
透
明
性
と

議
員
活
動
の
周
知
を
図
る
た
め
議
会
だ
よ
り

と
合
わ
せ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
こ
と
を
提

案
し
ま
し
た
。
安
全
性
を
考
慮
し
た
運
用
を

開
始
す
る
た
め
に
令
和
７
年
10
月
３
日
に
宮

城
県
岩
沼
市
に
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

Facebookを
用
い
、
委
員
会
の
開
催
な
ど
タ

イ
ム
リ
ー
な
情

報
の
発
信
は
尾

花
沢
市
議
会
で

も
ぜ
ひ
運
用
す

る
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。
議
会

だ
よ
り
は
そ
の

ま
ま
に
紙
媒
体

の
良
さ
を
活
か

し
つ
つ
、
デ
ジ

タ
ル
も
活
用
し

た
情
報
発
信
に

取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

令和８年５月１日発行・129号 129号・令和８年５月１日発行 ●14●15

議会運営
委員会

12
月
22
日
か
ら
23
日
に
か
け

て
福
島
県
二
本
松
市
議
会
と
伊

達
市
議
会
に
伺
い
行
政
調
査
を

実
施
し
た
。

二
本
松
市

市
議
会
で
は
、

議
会
基
本
条
例
の
検
証
と
議
員

定
数
等
の
見
直
し
に
向
け
た
取

り
組
み
状
況
を
調
査
し
た
。
議

員
定
数
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
各
派
代
表
か
ら
な
る
代
表

者
８
名
に
よ
る
特
別
委
員
会
を

設
置
し
10
回
に
わ
た
る
協
議
を

重
ね
た
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
も
実
施
し
、
22
名
か
ら
２
名

減
と
な
り
20
名
の
定
数
と
な
っ

た
。議

会
基
本
条
例
の
検
証
と
し

て
、
条
例
に
規
定
し
て
い
る
目

的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員

会
に
お
い
て
議
論
を
重
ね
結
果

と
評
価
を
取
り
ま
と
め
た
。
特

別
委
員
会
は
９
回
開
催
し
、
達

成
状
況
を
５
段
階
で
47
項
目
を

評
価
し
た
。
こ
の
検
証
を
通
じ

て
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
情

勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て

い
る
か
、
市
民
の
負
託
に
応
え

ら
れ
る
議
会
づ
く
り
が
重
要
で

あ
る
な
ど
の
課
題
が
見
え
た
。

伊
達
市

二
日
目
は
、
議
会

の
令
和
３
年
５
月
１
日
よ
り
実

施
し
て
い
る
通
年
議
会
に
つ
い

て
行
政
調
査
を
行
っ
た
。
議
会

を
通
年
開
催
す
る
こ
と
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
学

ん
だ
。
議
会
が
会
期
に
と
ら
わ

れ
ず
年
間
を
通
じ
て
活
動
す
る

こ
と
に
よ
り
、
専
決
処
分
の
承

認
件
数
は
激
減
し
て
い
た
。
市

長
が
年
一
度
招
集
会
議
で
招
集

し
、
議
長
が
休
会
し
再
開
も
議

長
が
行
う
。
本
市
に
お
い
て
は
、

各
常
任
委
員
会
の
活
動
期
間
を

通
年
に
わ
た
り
行
っ
て
い
る
が
、

議
会
も
通
年
開
催
す
る
方
向
を

検
討
す
る
時
期
に
き
て
い
る
。

議会だより
編集委員会

令
和
８
年
１
月
22
日
〜
23
日

埼
玉
県
杉
戸
町
、
小
川
町
に

伺
い
議
会
だ
よ
り
の
編
集
等
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

杉
戸
町

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

断
行
し
た
事
例
を
調
査
し
た
。

表
紙
は
｢人
物
中
心
｣、
気
を
引

く
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
採
用
。

議
員
自
ら
ベ
ス
ト
を
着
用
し
て

現
地
取
材
を
行
い
、
特
集
ペ
ー

ジ
を
作
成
。議
員
が
携
帯
端
末

で
撮
影
し
た
写
真
を
編
集
ソ
フ

ト
等
で
自
ら
編
集
し
、
予
算
を

抑
え
つ
つ
｢手
作
り
感
」
の
あ

る
親
し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
る
。
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
へ
統

一
す
る
な
ど
編
集
の
ス
キ
ル
が

非
常
に
高
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
。小川

町

全
国
コ
ン
ク
ー
ル

で
７
年
連
続
入
選
を
果
た
し
て

お
り
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

そ
の
編
集
方
針
と
連
携
体
制
を

調
査
し
た
。
一
般
質
問
の
見
せ

方
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
、
タ
イ

ト
ル
、
質
問
概
要
、
答
弁
概
要

を
キ
ー
ワ
ー
ド
５
文
字
、
見
出

し
を
12
文
字
以
内
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
視
覚
的
効
果
が
表
れ

て
い
る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
表
示
で

動
画
連
携
、
音
声
版
Ｃ
Ｄ
の
提

供
も
あ
る
。
会
議
録
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
は
担

当
議
員
が
考
案
。
委
員
会
で
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
紙
面
を
投

影
し
、
全
員
で
意
見
交
換
を
行

う
編
集
ス
タ
イ
ル
は
ぜ
ひ
実
施

し
た
い
。

先進地に学ぶ行政調査

伊達市議会の調査風景伊達市議会の調査風景

広報広聴
委員会

令
和
８
年
１
月
22
日
、
秋
田
県
湯
沢

市
議
会
に
伺
い
行
政
視
察
を
実
施
。
湯

沢
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
を
制

定
し
、
意
見
交
換
会
を
開
始
し
て
お
り

以
下
の
４
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

❶
【議
員
と
し
ゃ
べ
ろ
う
マ
チ
ト
ー
ク
】

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
形
式
に
よ
り
、

地
域
を
元
気
に
す
る
ア
イ
デ
ア
を
持
ち

よ
り
、
グ
ル
ー
プ
で
の
意
見
交
換
、
ア

イ
デ
ア
の
深
掘
り
を
行
い
ま
す
。

❷
【出
張
‼
な
ん
で
も
意
見
交
換
会
】

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
意
見
交
換
を
行

う
新
し
い
取
組
と
し
て
、
議
員
と
語
り

合
お
う
「
出
張
‼
な
ん
で
も
意
見
交
換

会
」
の
開
催
。
ご
意
見
や
ご
提
案
な
ど

を
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
、
政
策
提
言

な
ど
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

❸
【ゆ
ざ
わ
市
民
一
日
議
会
】

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
政
や
議
会
へ

の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
聴
き
す
る
取

り
組
み
。
議
会
改
革
推
進
会
議
な
ど
で

協
議
し
、
市
政
お
よ
び
議
会
活
動
に
反

映
さ
せ
、
当
日
の
議
会
映
像
は

YouTube(ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
)で
録
画

放
送
し
ま
す
。

❹
【ま
ち
な
か
プ
チ
議
会
】

議
会
広
聴
活
動
の
一
環
と
し
て
市
民
と

議
員
が
気
軽
に
｢市
政
の
こ
と
｣や
「
議
会

活
動
の
こ
と
」
な
ど
を
、
ま
つ
り
や
イ
ベ

ン
ト
で
語
り
合
う
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

議会改革
推進委員会
(情報発信部会)

委員会・部会の行政調査レポート

福島県二本松市｢議会基本条例検証・議員定数｣／伊達市｢通年議会｣秋田県湯沢市｢意見交換会｣

杉戸町杉戸町

小川町小川町

①ワールド・カフェ方式の様子①ワールド・カフェ方式の様子

宮城県岩沼市｢Facebookの情報発信｣

岩沼市議会の調査風景岩沼市議会の調査風景

②出張‼なんでも意見交換会②出張‼なんでも意見交換会


